
放射線治療科（放射線腫瘍学講座）

桐朋高校（東京都）卒業
平成 7 年 群馬大学医学部卒業
平成13年 群馬大学大学院医学系研究科修了
臨床専門分野
１）放射線治療
２）粒子線治療
３）がんの免疫療法
研究分野
１）放射線生物学
２）腫瘍免疫学
趣味：ゴルフ、自転車競技観戦

 部長（教授）　　　

鈴木　義行

福島県立福島高等学校卒業
平成 5 年 福島県立医科大学卒業
臨床専門分野
１）放射線治療
２）緊急被ばく医療
研究分野
１）放射線腫瘍学　一般
２）放射線災害医療
趣味：革細工、電車での旅

講師  佐藤　久志

Middlesex school（高等学校）卒業
平成10年 Stanford大学卒業
平成15年 群馬大学医学部卒業
平成21年 群馬大学大学院医学系研究科修了
臨床専門分野
１）放射線治療
２）粒子線治療
３）小線源治療
研究分野
１）婦人科放射線治療
２）小線源治療
３）免疫放射線治療
趣味：ゴルフ、ウクレレ

 副部長（准教授）  

田巻　倫明

慶應義塾志木高等学校（埼玉県）卒業
平成14年 慶應義塾大学大学院理工学研究

科修了
平成20年 群馬大学医学部卒業
臨床専門分野
１）放射線治療
２）がんの免疫療法
研究分野
１）腫瘍免疫学
２）腫瘍生物学
趣味：登山、庭いじり

1）日本放射線腫瘍学会　代議員
2）日本バイオセラピィ学会　評議員
3）日本免疫治療学研究会　理事
4）日本婦人科腫瘍学会　評議員
5）外務省 国際原子力機関（IAEA）/アジア地域協力協定国内   
　　対応委員会　委員
6）米国オハイオ州立大学包括がんセンター放射線治療科　教授

1）放射線治療に特化した診療科（講座）として、平成26年8月1日に開講しました。
2）平成29年に最新型の放射線治療機器（ライナック）を導入致しました。また、県内の関連施設と連携
し、通常の放射線治療（3次元原体照射）から、高精度放射線治療・小線源治療・粒子線治療・等、放射
線治療のすべてを実践できる体制となっています。

3）画像診断部門・核医学部門との連携により、放射線科専門医、及び、放射線治療専門医を取得するための
体制が整っています。

4）博士号取得、海外留学を積極的に推進しています。

診療科（講座）紹介

学会活動

指導医（スタッフ）紹介指導医（スタッフ）紹介指導医（スタッフ）紹介指導医（スタッフ）紹介

講師  吉本　由哉
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後期研修プログラム

大学院・留学について

専門医受験資格のために必要とされる技能・手技目標

指導医からのメッセージ指導医からのメッセージ

修得すべき手技や手術経験目標数など

1 年 次
（卒後3年）

2 年 次

3 年 次

4 年 次

　放射線腫瘍学は単に“治療技術”を習得するだ
けでなく、放射線生物学・腫瘍病理学・腫瘍免疫
学などの基礎的学問から、画像診断学・外科学・
腫瘍内科学・などの臨床医学まで、癌治療に関わ
る広い知識を必要とする学問である。そのため、
“一人前”になるには長い年月の研修を必要とす
るが、その分専門性は高く、特に、粒子線治療・
小線源治療といった治療法は、我が国が世界の指
導的役割を果たしており、国内のみならず、国際
的にも広く活躍の場が広がっている。また、高齢
化の進む我が国において、低侵襲な癌治療の一つ
として放射線治療は重要性を増しているが、残念
ながら放射線治療専門医は全国で1000名程度に
とどまっており、全国的に人材不足の状態が続い
ている。高い志を持った、放射線治療医を目指
す、後期研修医の参加を希望する。

　大学院には、原則、入学する事を勧めている。放射線腫
瘍学は医学部・初期研修中に研修をする機会が乏しいこと
から、後期研修を 2 年程度進め、放射線治療学の基礎を学
んだ後に大学院に進学するのが研究を進めるうえでスムー
ズと考えられる。しかしながら、後期研修と大学院進学を
同時にすすめることも制度上可能であり、本人の希望を尊
重する。
　海外（国内）留学に関しては、大学院を修了・学位取得
後に留学する事を推奨している。留学先としては、平成29
年内に本学と米国オハイオ州立大学医学部放射線治療学講
座との間に交流・協力協定が締結され、留学希望者の全員
が、サポートを得ながら留学できるよう準備を進めてい
る。もちろん、本人の希望により、他の留学先を紹介する
ことも可能である（米国ハーバード大、シンガポール大
学、放射線医学総合研究所、群馬大学重粒子線医学センタ
ー、など）。

大学病院（総合修修練機関）おいて、ローテート研修
画像診断：CT・MRI・一般撮影の読影
核医学：一般核医学検査の読影・PET検査の読影
IVR：術前マッピングや血管塞栓への参加
放射線治療：放射線生物学・放射線免疫学・放射線物
理等の基礎的知識の習得・基本的な放射線治療計画の
実施と患者管理・放射線防護・緊急被ばく医療・法
規・被ばく管理などの実習

放射線治療：特殊照射（IMRT・SBRT）・小線源治療
などの計画・実施・化学療法併用の患者管理
核医学：RI治療への参加

8月に放射線科専門医試験
試験合格後、放射線治療専門医受験のため、2年間の
高度専門的な研修（粒子線治療施設などでの研修含む）
（放射線治療専門医試験は6年次で受験可能）

　「放射線治療専門医」を取得するためには、まずは、放
射線治療・放射線診断・核医学・放射線生物学・関連法令
などの、いわゆる広義の放射線医学を3年間にわたり広く研
修した後に「放射線科専門医」試験を受験する。合格後、2
年間の放射線治療専門の研修を行った後に、「放射線治療専
門医」試験を受験し合格すると「放射線治療専門医」と認
定される。
1）放射線治療に関する手技の習得（放射線科専門医・放射
線治療専門医）

2）CT、MRI、単純X線写真の診断読影技術の習得（放射
線科専門医）

3）核医学検査の検査手技と読影技術の習得（放射線科専門
医）

4）血管撮影・IVRの手技および読影技術の習得（放射線科
専門医）

後期研修協力病院（“オール福島”放射線科専門研修プログラム）

関連病院名 所在地 指導医名

歌野　健一

鴫原　武志

小林　弘子

森谷　浩史

浦部　真平

岡崎　　篤

間島　一浩

高井　良尋

菊田　　学

准 　教　 授

部　　　　長

部　　　　長

副 　院　 長

部　　　　長

部　　　　長

副 　院　 長

セ ン タ ー 長

部　　　　長

福島県立医科大学会津医療センター

会津中央病院

太田綜合病院附属太田西ノ内病院

大原綜合病院

白河厚生総合病院

慈山会医学研究所付属坪井病院

竹田綜合病院

脳神経疾患研究所附属総合南東北病院

福島赤十字病院

会津若松市

会津若松市

郡 山 市

福 島 市

白 河 市

郡 山 市

会津若松市

郡 山 市

福 島 市

職　名

1

2

3

4

5

6

7

8

9
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